
仕様書 

この仕様書は、市川市（以下「発注者」という。）が発注する下記の修繕に関して、受注者が当

該修繕を履行するために必要な事項を定めるものとする。 

１．件 名 市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕 

２．場 所 市川市国府台１丁目６番４号 国府台公園陸上競技場 

３．目 的   令和９年３月３１日をもって第４種ライト陸上競技場公認の有効期間が終了するに 

あたり、公認を継続するために必要な修繕を行うもの。 

４．期 間 令和 ９年 １月 ４日 から 令和 ９年 ３月１７日 まで 

５．施工上の注意 

（１）国府台公園陸上競技場において、搬入出等以外の作業のため出入口を占有しないこと。

また、作業時に作業範囲の外では、体育施設及び公園利用者がいるため注意して行うこと。

（２）受注者は、施工材料等の品質管理を行わなければならない。

（３）受注者は、施工現場において発生した物件を取りまとめて保管し、その処理については、

監督職員の指示を受けなければならない。

（４）受注者は、常に安全対策に留意し、「労働安全衛生規則」等に定める現場管理を行うととも

に、その他の関係法令に対して十分留意し、事故の未然防止に努めなければならない。

（５）受注者は、施工現場が危険なため立ち入りを禁止する必要がある場合は、あらかじめ監督

職員の承諾を受けてその区域を適切に防護するとともに、立ち入り禁止標示の処置を講じなけ

ればならない。

（６）前各号に定める場合の他、施工中は必要に応じて監督職員が指示する現場管理を行わなけ

ればならない。

（７）その他、ここに定めのない事項については、その都度、発注者と受注者で協議する。

６．施工日 

原則、祝日を除く月曜日から金曜日の午前９時から午後５時までとする。 

ただし、作業の進捗状況に応じて協議を行えるものとする。 



７．施工内容 

（１）撤去工 

項目 形状・寸法 数量 

ウレタン切削工  92.60 ㎡ 

砲丸落下域季節ラインテープ撤去 ラインテープ（釘共） 36.00ｍ 

標識タイル撤去 撤去跡補修共 1.00 箇所 

300ｍＨポイント撤去 皿ネジ撤去：54 箇所 

マーキング消去：66 箇所 

1.00 式 

 

（２）舗装工 

項目 規格・寸法等 数量 

ウレタンオーバーレイ 3ｍｍオーバーレイ 

吹付ｴﾝﾎﾞｽ仕上(ｵｰﾙｳｪｻﾞｰ S) 

92.60 ㎡ 

ウレタン舗装補修 吹付ｴﾝﾎﾞｽ仕上(ｵｰﾙｳｪｻﾞｰ S) 4.00 ㎡ 

ウレタン舗装洗浄 円盤型高圧洗浄機使用 6,883.00 ㎡ 

砲丸落下域整備 かき起こし 不陸整正･転圧 

表面処理工(ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ 1.0kg/㎡) 

181.30 ㎡ 

 

（３）施設工 

項目 規格・寸法等 数量 

砲丸落下域ラインテープ設置工 ラインテープ W=50mm 釘止め 36.00ｍ 

内圏縁石整備 調整 清掃等 1.00 式 

砂場砂補充 補充厚 t=50mm 8,000mm×5,550mm 1.00 箇所 

砂場枠整備 砂場枠塗装 8,000mm×5,550mm 2.00 箇所 

標識タイル位置変更 既設タイル再利用 ルール改正部 56.00 箇所 

レーンライン 白色 ライン幅：W=50mm 3,425.60ｍ 

カラーマーキング 指定色 14.60 ㎡ 

150ｍポイント新設 マーキング(白)：12 箇所 0.02 ㎡ 

砲丸投サークル・砲丸投足留材整備 白色塗装・調整等 

サークル表面洗浄・汚泥処分共 

1.00 箇所 

走幅跳・三段跳踏切板・踏切板ボック

ス整備 

調整等 清掃・汚泥処分共 9.00 箇所 

棒高跳ボックス整備 調整等 清掃・汚泥処分共 2.00 箇所 

内圏側溝清掃整備 汚泥処分共 387.80ｍ 

ハンドホール整備 点検・洗浄等 3.00 箇所 



（４）その他 

項目 規格・寸法 数量 

現場発生材運搬費 混合廃棄物（廃プラ等）4t コンテナ車 

汚泥（側溝清掃等）4ｔ車 

1 式 

現場発生材処分費 混合廃棄物（廃プラ等） 

汚泥（側溝清掃等） 

1 式 

 

８．産業廃棄物処分 

受注者は、産業廃棄物及び発生材等の処理については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法

律」等を遵守し適正に処理すること。 

 

９．適用規格 日本工業規格（ＪＩＳ） 

 

１０．責任者 

本修繕を迅速、確実に処理でき得る技量を有し、かつ安全で円滑な作業管理を行い得る人格

及び経験を有する責任者を配置させ、監督職員と連絡を緊密に取り、修繕の推進を図ること。 

 

１１．施工条件 

すべて作業は、仕様書及び契約書によって実施しなければならない。 

契約締結後、速やかに施工計画書を提出するものとする。受注者は、作業の実施にあたり、第

三者に損害を及ぼしたときは、その損害を賠償するものとする。 

 

１２．作業員の選択 

  施工に適した作業員を選び、熟練を要する作業には相当な経験を有する熟練工を使用しなけ

ればならない。 

 

１３．安全対策 

修繕の施工に際しては、安全対策を十分に考慮すること。 

 

１４．現状復旧 

施工にあたり設備に影響が出た場合は、ただちに協議を行い対応すること。 

 

１５．検査 

（１）本修繕完了後、市指定の完了届を提出するものとする。 

（２）本修繕完了後、担当部署等の検査を受けること。 

 



１６．写真 

施工前、施工中、施工後の写真を報告書と共に提出すること。 

 

１７．荷造運搬 

受注者は、材料等の運搬途中において材料等に損害を与えぬように入念に行い、途中の破損

等については、すべて受託者の責任において処理すること。 

 

１８．保証 

検査終了後、契約不適合責任期間において受注者の製作及び据え付けに起因する不具合を

生じた場合は、速やかに市と協議し、対応を行わなければならない。 

 

１９．受注者 

（１）受注者は、その使用人と適正な雇用契約を結び、労働関係法令を遵守しなければならない。 

（２）本修繕において必要に応じ、関連機関の立ち合いを求めること。 

 

２０．協議事項 

上記施工条件において、これらに明示されていない施工条件等が不明確なものについては、

担当部署と協議の上、履行すること。 
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図面種別 縮尺 図面番号工事場所副市長

市川市スポーツ部スポーツ施設課
－1 1特記仕様書 1:2(A3)

件名

市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕 市川市国府台1丁目6番4号
1:1(A1)

部　長 次　長 次　長 課　長 主　幹 担　当

特記仕様書

Ⅱ．工 事 概 要

１．工事名称 

２．工事場所　

４．工事面積　

５．工事範囲　

３．工　　期　

 市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕　　　　

　市川市国府台1丁目6番4号

　契約記載事項による

　フィールド部 約 7,160㎡

Ⅲ．設計図書優先順位

１．現場説明書及び質疑回答書

２．特記仕様書

４．共通仕様書、標準解説書、競技規則書等（Ⅳ.一般事項 1.参照）

５．見積書

３．設計図

Ⅳ．一般事項

(1) 全天候型舗装切削・オーバーレイ、一部補修工事

(2) 砲丸落下域整備工事

(3) レーンマーキング塗布工事

(4) 競技施設・付帯施設改修工事

・本工事は既設全天候型舗装の陸上競技場を改修し、(公財)日本陸上競技連盟の第４種Ⅼ公認

陸上競技場の継続公認を取得するものである。

で工事着手するものとする。

５．検査及び立会い

会いを受ける。

(2) 施工完了後では検査が困難な工事については受注者の責任において随時検査を行い、その

記録(写真共)を監督員に提出する。

(3) 必要な検査、申請に要する諸費用は受注者の負担とする。

７．その他

(1) 完成引渡し後２年以内において施工不良が原因で生じたと認められる損傷は、受注者の負

担にて速やかに修復する。

(2) 工業所有権等の紛争に関する事項が生じた場合は受注者が解決の任にあたるものとする。

(3) 施工に際して騒音、振動、ホコリ、道路の汚れ及び損傷等に留意する。汚れ、損傷等が生

じた場合は受注者の負担で清掃、修復する。

・各工事において他の工事と関連ある事項はそれぞれの該当工事の記載事項と照合する。

(1) 所定の検査以外の事項についても受注者が自主的に行い、必要であれば監督員の検査、立

(5) 本工事は様々な工種があるため、工事全体の工程、各工種の内容等を把握して、工事が円

滑に進むものとする。

Ⅴ．特記事項

・本工事の特記事項は準拠する各仕様書等に記載なき事項を特記するものである。

　JIS K 7204
テーバー磨耗試験機
CS-17、9.8N、1,000回

　耐摩耗性

　引裂強さ 　JIS K 6252-1

　引張強さ

　JIS K 6251

　硬さ
　JIS K 6253-3
　デュロメーターＡ

・工事着工前に、工程表、施工計画書、現場組織表を監督員に提出し承認を得る。承認を得た上

Ⅰ．工 事 目 的

公認検定を受け、合格しなければならない。

・工事完了後は速やかに(公財)日本陸上競技連盟の競技規則に基づく第４種Ⅼ公認陸上競技場の

・公認検定の諸手続きと検定費用は受注者の負担とする。但し、公認料は別途とする。

よる責任施工とする。

・本工事の運動施設は高精度の施工が要求されるため屋外体育施設の建設に精通した専門業者に

・施工中に疑義及び変更事項が生じた場合は監理する監督員に事前に書面で報告し、承認（協議

書または指示書）に基づき施工しなければならない。

　本工事の特記仕様書、設計図に記載されていない事項については下記の図書に準拠する。

② 陸上競技ルールブック(最新版)：(公財)日本陸上競技連盟

① 屋外スポーツ施設の建設指針：(公財)日本スポーツ施設協会屋外施設部会

１．準拠する図書

・完了後は速やかに工事完了届を監督員に提出し検査を受ける。

・完了検査に先立ち、竣工図、工事工程写真、検査試験表等を監督員に提出する。

・検査時に指摘された不備な箇所は指定された期間内に修復し、再度検査を受ける。

・軽微な変更は受注者の負担とする。

２．材料の管理

(1) 指定のあるものは指定の内より選定し使用する。

(2) 指定製品、指定以外いずれの製品も事前に「材料承認願」を監督員に提出し承認を受ける。

(3) 材料承認を受けた製品でも使用時に材料不良と監督員が指摘したものは使用してはならな

(4) 製作及び組立加工等を要するものはあらかじめ施工要領書を監督員に提出し承認を受ける。

い。改めて製品を納入し、監督員の使用承認を受ける。

３．施工の管理

(1) 工事をするうえで必要な施工図は速やかに作成し、監督員の承認を受けてから施工する。

(2) 施工検査はあらかじめ監督員の指示した箇所、主要な工事区切等は監督員の検査を受ける。

(3) 施工にあたっては陸上競技場公認更新整備の専門的知識を必要とするため、運動施設施工

４．安全の管理

(1) 受注者は「土木工事安全施工技術指針」を遵守し、常に工事の安全に留意した現場管理を

行う。

６．後片付け

(1) 工事完了後は速やかに仮設物を撤去し後片付け、清掃をする。

(4) 工事用車両の通行する公道、公園路に規制等がある場合は規制に従って施工計画を立て、

関係官庁の指導を受ける。

・ポリウレタン樹脂舗装(以下｢ウレタン舗装｣と云う)に関する事項を記載し、他の構造物施工等

は準拠した仕様書に基づき施工する。

１．材料の規格

・オーバーレイの場合、既設ウレタンとの接着不良による剥離防止、強度及び弾性の一体化

を確保するため既設ウレタンと同等の耐久型ウレタン製品とする。

行う。水溜まりが無くなるまで修正を繰り返す。

(3) 耐久層工

■全天候型舗装工(ウレタン舗装工)

・既設ウレタンは多重弾性構造ウレタンであるため、全層新設のウレタンも同等の製品とする。

　70℃：20℃の実測に対し－10％以内

　20℃：40～75

　2.0Mpa以上

　12N/ｍｍ以上

　600ｍg以下

項　　目 標　　準　　値 試　験　方　法

・下表はウレタンの標準物性値である。

(4) 表層仕上工

　注）規格はウレタンのシート物性を示す。

・耐久層が硬化後、二液型ウレタンにウレタンチップを混入したものを吹付機で耐久層に吹

付けエンボス形状に仕上げる。

(5) トップコーティング工(高反射性トップコート)

・エンボス形状に仕上がった後、遮熱性、耐候性強化及び適度な滑りを与えるため水系アク

・耐摩耗性の高い二液型ウレタン(硬度60)を所定の厚さに均一に敷設する。

リルウレタン樹脂塗料(0.25kg/㎡)を均一に吹付けて仕上げとする。

(1) 切削工

・既設ウレタン切削は専用切削機(ライナックスU-650同等機)で数回に分けて切削する。

・専用切削機で施工し難い端部、隅部等はフロアサンダー等で確実に切削する。

(2) 清掃、不陸修正工

・切削後はスイーパー等で微粉末、塵埃等が残らないよう念入りに清掃を行う。

・硬化後、水張りをして水溜まり箇所の点検を行い、二液型ウレタン(硬度60)による修正を

４．切削・オーバーレイ工

・ベース層を過度に損傷しないよう十分に留意する。

・切削後のウレタン廃材は飛散しないよう集積し、袋詰め等で場外適切処分とする。

・不陸(凸)部分を考慮して削りすぎのないよう切削し、平坦になるよう仕上げる。

・陸上競技ルールブックの全天候舗装用レーンマーキング色分け標準表に則り、アクリルウレ

タン系塗料を使用して正確に描くこと。

５．レーンマーキング工

６．ウレタン舗装の留意点

・原材料は通常水分による影響を受けやすいため保管には十分留意する。

・寒季中の施工は硬化不良が起きやすいため気温５℃以上での施工が望ましい。やむ得ない場

合は監督員と協議し、対策を整えて施工する。

・夏季の場合は高温多湿のためウレタン樹脂の反応が活発になり短時間での硬化、水分による

硬化不良、加水分解等が発生しやすいため条件に合った施工計画を事前に立てること。

７．ウレタン舗装の瑕疵保証

・ウレタン舗装の瑕疵担保期間は下記の通りとする。

① 材質及び施工不良に起因する不陸、亀裂、剥離、膨れ

② 表面の摩耗、退色(競技に支障があると判断された場合)

③ レーンマーキングの摩耗(競技に支障があると判断された場合)

５年

４年

３年

技士の認定を受けた技術者を現場に常駐させ施工、品質及び安全管理に従事させる。

・全層新設の場合は下層に弾性型ウレタン、上層に耐久型ウレタンの多重弾性構造とする。

・ウレタン舗装をオーバーレイ及び新設する際、下記の陸上競技場公認規定によって定められ

陸上競技場公認に関する細則　第８条【走路、助走路の舗装】
「陸上競技ルールブック2026」

2.(6) 走路、助走路及び半円部分の舗装材は、すべて同等のものとし、

表面仕上げおよび硬度は、すべて同一とする。また、舗装を一部

改修するときにも、舗装材は、既存の舗装材と同等のものとし、

表面仕上げおよび硬度は、既存の舗装と同一とする。

　切断時伸び 　400％以上

アングル型(切り込みなし)

　滑り抵抗 　Wet47以上
 World Athletics (Friction)
 (ポータブルスキッドレジス
タンステスター)

・施工中の適切な時期に、監督員と協議のうえ電気配線の点検を行う。

た舗装材で施工する。

２．材料の承認

・工事に先立って試験成績表、断面構成及び表面形状の見本を監督員に提出し承認を受ける。

３．施工管理基準

(1) 切削厚

・切削前に既設ウレタンのコア抜き資料を取り、切削後の厚さと比較して切削厚を確認する。

(2) ウレタン層厚

・ウレタン敷設硬化後、ダイヤルゲージ付針入計により厚さを各層毎に測定する。

・許容値は測点毎で－1.5ｍｍ以内、測点全平均値は所定の厚さ以上とする。

・測点個数は標準として500㎡当り1箇所とする。それ以下の施工部分は監督員の指示による。

(3) ウレタンの性能試験

・各層毎に硬化後のウレタンサンプルを採取し性能試験を行う。試験結果は監督員に書面で

報告する。



図面種別 縮尺 図面番号工事場所副市長
市川市スポーツ部スポーツ施設課

－1 2改修平面図 1:600(A3)

工事名

市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕 市川市国府台1丁目6番4号
1:300(A1)

改修平面図  S=1:300

礎石 中心石 礎石標石 標石

走 高 跳 助 走 路

砲丸落下域

走幅跳助走路
三段跳助走路
走幅跳助走路

走 高 跳 助 走 路

棒
 
高

 
跳

 
助

 
走

 
路

走 高 跳 助 走 路

標石

1
0
0
m
 
S
 
(
1
～

7
ﾚ
ｰ
ﾝ
)

前
方
4
.
0
m
～

手
前

6
.
0
m

砲丸投サークル整備

砲丸落下域テープ張替え

円型側溝清掃

円型側溝清掃

走
幅

跳
助
走

路

手
前
0
.
6
m

砂 補充

内圏縁石(取外式) 整備
4本

内圏縁石(取外式) 整備
2本

内圏縁石(取外式) 整備
2本

内圏縁石(取外式) 整備
4本

内圏縁石(取外式) 整備
2本

内圏縁石(取外式) 整備
2本

内圏縁石(取外式) 整備
2本

部　長 次　長 次　長 課　長 主　幹 担　当

区  分 名  称 摘  要 数  量

92.6 ㎡

〔舗 装〕

凡  例

ウレタン切削オーバーレイ

100m S (1～7ﾚｰﾝ)
前方4.0m～手前6.0m

Aｿﾞｰﾝ棒高跳助走路
突き箱手前2.5m～5.0m

走幅跳助走路(Aｿﾞｰﾝ側)
手前0.6m

88.0 ㎡

3.1 ㎡

1.5 ㎡

4.0 ㎡ウレタン舗装 補修 2m×2m

6,883.0 ㎡ウレタン舗装 洗浄

181.3 ㎡砲丸落下域 整備
不陸正整 表面処理共
端部雑草除去共

名  称 摘  要 数  量

〔施 設〕

ｍ砲丸落下域テープ張替え
ﾗｲﾝﾃｰﾌﾟW=50 釘止め
既設ﾗｲﾝﾃｰﾌﾟ撤去処分(釘共)

36.0

箇所砂場枠 整備 2

ｍレーンライン 3,425.6

箇所砂 補充
補充厚:t=50mm
8,000×5,550(Bｿﾞｰﾝ側):1箇所

1

砂場枠塗装
8,000×5,550(Aｿﾞｰﾝ側･Bｿﾞｰﾝ側):2箇所

取外式:ｽﾃﾝﾚｽ製 L=1,990
 20本(直線部:4本､曲線部:16本)

白色
ﾗｲﾝ幅:W=50mm

角石

角石角石 標石

角石

標石

角石

角石 角石標石

標石 角石

棒高跳ボックス清掃

標石

棒高跳ボックス清掃

Aｿﾞｰﾝ棒高跳助走路

突き箱手前2.5m～5.0m

名  称 摘  要 数  量

㎡カラーマーキング 14.6指定色

式300mHポイント 撤去 1

150mポイント 新設 ㎡0.02

皿ﾈｼﾞ撤去:54箇所
ﾏｰｷﾝｸﾞ消去:66箇所(0.06㎡)

ﾏｰｷﾝｸﾞ(白):12箇所

名  称 摘  要 数  量

ｍ内圏側溝 清掃 387.8汚泥処分共

箇所ハンドホール 整備 3点検･洗浄等

棒高跳ボックス 整備

走幅跳･三段跳踏切板･
踏切板ボックス 整備

白色塗装･調整等
ｻｰｸﾙ表面洗浄･汚泥処分共

調整等
清掃･汚泥処分共

調整等
清掃･汚泥処分共

箇所9

箇所2

箇所1箇所標識タイル 撤去 1ﾀｲﾙ撤去跡補修共

箇所標識タイル 位置変更 56
既設ﾀｲﾙ再利用

内圏縁石 整備
固定式:357.6m

内圏縁石(取外式) 整備
2本

砂場枠 整備 砂場枠 整備

式1

内圏縁石(固定式) 整備：46.0m 内圏縁石(固定式) 整備：46.0m

内圏縁石(固定式) 整備：49.9m 内圏縁石(固定式) 整備：49.9m

内
圏
縁
石
( 固

定
式
 ) 
整
備
:  4
4.
6m

内
圏
縁
石
( 固

定
式
 ) 整

備
:  38.3m

内
圏

縁
石
( 固

定
式
 ) 整

備
:  38.3m

内
圏
縁
石
( 固

定
式
 ) 
整
備
:  4
4
.6
m

80,000

R=37,898
R=
37
,8
98

1
0
,
6
5
0

2
,
1
1
0

7
@
1
,
2
2
0
=
8
,
5
4
0

35,000 80,000 35,000

150,000

5,000 10,000 20,000



図面種別 縮尺 図面番号工事場所副市長
市川市スポーツ部スポーツ施設課

－1 3図　示

工事名

市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕 市川市国府台1丁目6番4号

部　長 次　長 次　長 課　長 主　幹 担　当

エンボス仕上

既設ウレタン

ウレタン

ウレタン切削オーバーレイ 詳細図  S=1:1

表面仕上
高反射性水系トップコート 0.25kg/㎡

3

新　規既　設

2

既設ウレタン 切削処分 不陸整正

砲丸落下域整備 詳細図  S=1:10

 内圏縁石下洗浄共

内圏縁石整備 詳細図  S=1:2

5
0

100 100

ラインテープ

釘(L=65・セラミックコーティング・4g/本)

W=50

砲丸落下域テープ張替え 詳細図  S=1:5

注）既設テープ・釘撤去処分共

平
均

5
0

砂補充

砂補充 詳細図  S=1:5

標識タイル(ステンレス製)

ウレタン

2

4

30

30

40 40

2

角台付

注）上図タイルの種目等は参考

標識タイル 詳細図  S=1:2

150S-３

皿ネジ(ステンレス製)
M3×12

2
0
内

外

90内外 (ﾚｰﾝ)

マーキング(白)

150ｍポイント新設 詳細図  S=1:1

8,000

5
,
5
5
0

W
1
0
0

砂場枠塗装

G.L

50

3
0

砂場枠整備 詳細図  S=1:150

(既設アンツーカ)

Ａ-Ａ断面図 S=1:10

φ2,135 G.L 2
0

6

平　面　図

砲丸投サークル塗装
(素地ごしらえ、SOP･白)

砲丸投サークル
見掛り部塗装

34.92°

A

A

注）塗装の他、調整･洗浄を行うこと。

砲丸投足留材調整

砲丸投サークル･砲丸投足留材整備 詳細図  S=1:30

注）ゆがみ等精査の上微調整

サークル表面洗浄

表面処理：スポーツバインダー 1.0kg/㎡



ＢＣ

Ｄ Ａ

Ｏ’ ＯＭ

80,000

競技種目 レーン 走者番 リレー 角石よりの
番号 ハードル ゾーン 距離・角度

凡 例

1
6
0
0
R
 
1
-
S
・

1
6
0
0
R
 
1
-
2
-
中

1
6
0
0
R
 
全

-
中
・

M
D
R
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-
中

8
0
0
M
 
1
-
S
・
8
0
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R
 
1
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S
・

8
0
0
R
 
1
-
3
-
中

4
0
0
M
 
1
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S
・
4
0
0
H
 
1
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S
・

4
0
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R
 
1
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S

8
0
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R
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2
-
中

・
8
0
0
R
 
全

-
中

3
0
0
0
M
 
S
(
内

)
・

5
0
0
0
M
 
S
(
内

)

200M 2-S・400R 2-3-中

200M 3-S・400R 3-3-中

200M 4-S・400R 4-3-中

1
5
9
°

5
8
'
 
4
7
"

2
0
0
M
 
5
-
S
・

4
0
0
R
 
5
-
3
-
中

174°52' 24"

169°36' 36"

164°39' 15"

1
5
5
°
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'
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"
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0
0
M
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-
S
・
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0
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R
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3
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1
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J
)
 
S

1
0
0
,
0
0
0

1
1
0
,
0
0
0

1
1
0
H
 
S

1
0
0
M
・

1
0
0
H

169°44' 48"400M 2-S・400H 2-S・400R 2-S

400M 3-S・400H 3-S・400R 3-S 159°13' 12"

149°18' 30"400M 4-S・400H 4-S・400R 4-S

139°57' 35"400R 5-S
400M 5-S・400H 5-S

131°07' 38"400R 6-S
400M 6-S・400H 6-S

174°51' 42"1600R 2-2-中
800M 2-S・800R 2-3-中

169°33' 43"1600R 3-2-中
800M 3-S・800R 3-3-中

164°32' 45"1600R 4-2-中
800M 4-S・800R 4-3-中

1
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112°30' 00"400H 1-1

104°10' 09"400H 2-1

95°36' 58"400H 3-1

87°33' 47"400H 4-1

79°58' 02"400H 5-1

72°47' 27"

60°00' 00"

53°09' 52"400H 2-2・400R 2-2-入
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0
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150°00' 00"400H 1-6

145°43' 40"400H 2-6

141°20' 30"400H 3-6

137°12' 43"400H 4-6

133°18' 59"400H 5-6

129°38' 11"400H 6-6

97°30' 00"400H 1-7

94°43' 23"400H 2-7

91°52' 19"

89°11' 16"

86°39' 21"

84°15' 49"400H 6-7

400H 5-7

400H 4-7

400H 3-7

45°00' 00"

43°43' 06"

42°24' 09"

41°09' 49"

39°59' 42"

38°53' 27"

400H 2-8

400H 3-8

400H 4-8

400H 5-8
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4
0
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H
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-
9
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-
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0
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0
,
0
0
0

24°01' 08"300M 2-S・400R 2-2-中

17°52' 42"300M 3-S・400R 3-2-中

12°05' 48"300M 4-S・400R 4-2-中
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中

15°00' 00"400R 1-2-出・MDR 1-3-出

9°26' 46"400R 2-2-出

3°44' 39"400R 3-2-出

7
8
,
8
1
6

4
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R
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-
出
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4
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R
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-
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-
出
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,
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,
4
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4
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R
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-
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-
入
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,
6
4
9

4
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0
R
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-
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-
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,
8
1
6

4
0
0
R
 
4
-
3
-
入

4
,
9
8
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4
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0
R
 
5
-
3
-
入

1
,
1
5
0

4
0
0
R
 
6
-
3
-
入

1
0
,
0
0
0

8
0
0
R
 
全

-
入

165°00' 00"800R 全-出(内)

160°18' 02"400R 2-3-出

155°28' 33"400R 3-3-出

150°55' 59"400R 4-3-出

146°38' 53"400R 5-3-出

142°36' 00"400R 6-3-出

60°00' 00"

58°17' 28"

56°32' 12"

54°53' 05"

53°19' 36"

51°51' 16"

400R 1-4-入・MDR 1-2-入

400R 2-4-入

400R 3-4-入

400R 4-4-入

400R 5-4-入

400R 6-4-入

30°00' 00"

29°08' 44"

28°16' 06"

27°26' 32"

26°39' 48"

25°55' 38"

400R 1-4-中・MDR 1-2-中

400R 2-4-中

400R 3-4-中

400R 4-4-中

400R 5-4-中

400R 6-4-中

15°00' 00"

14°34' 22"

14°08' 03"

13°43' 16"

13°19' 54"

12°57' 49"

400R 1-4-出・MDR 1-2-出

400R 2-4-出

400R 3-4-出

400R 4-4-出

400R 5-4-出

400R 6-4-出 164°36' 30"800R 2-S・1600R 2-S

148°46' 55"800R 3-S・1600R 3-S

133°51' 15"800R 4-S・1600R 4-S

119°45' 06"800R 5-S・1600R 5-S

106°24' 10"800R 6-S・1600R 6-S

1
2
,
9
5
6

8
0
0
R
 
2
-
2
-
入

5
,
2
6
4

8
0
0
R
 
3
-
2
-
入

176°38' 33"800R 4-2-入

1
6
6
°

2
6
'
 
0
6
"

8
0
0
R
 
5
-
2
-
入

1
5
6
°

4
6
'
 
0
0
"

8
0
0
R
 
6
-
2
-
入

169°44' 06"800R 2-2-中・MDR 2-S

159°10' 19"800R 3-2-中・MDR 3-S

149°12' 00"800R 4-2-中・MDR 4-S

139°46' 18"800R 5-2-中・MDR 5-S

130°50' 21"800R 6-2-中・MDR 6-S

155°09' 44"800R 2-2-出

145°02' 16"800R 3-2-出

135°28' 44"800R 4-2-出

126°26' 24"800R 5-2-出

117°52' 32"800R 6-2-出

8
0
0
R
 
1
-
3
-
入

2
0
,
0
0
0

8
0
0
R
 
2
-
3
-
入

1
6
,
4
7
4

8
0
0
R
 
3
-
3
-
入

1
2
,
6
1
5

8
0
0
R
 
4
-
3
-
入

8
,
7
3
7

8
0
0
R
 
5
-
3
-
入

4
,
8
4
2

8
0
0
R
 
6
-
3
-
入

0
,
9
2
8

M
D
R
 
全

-
入

1
0
,
0
0
0

1
6
0
0
R
 
1
-
2
-
入

・
1
6
0
0
R
 
全

-
入

1
6
0
0
R
 
2
-
2
-
入

6
,
4
7
4

1
6
0
0
R
 
3
-
2
-
入

2
,
6
1
5

1
7
8
°

1
6
'
 
0
1
"

1
6
0
0
R
 
4
-
2
-
入

1
7
3
°

0
7
'
 
2
5
"

1
6
0
0
R
 
5
-
2
-
入

1
6
8
°

1
4
'
 
2
2
"

1
6
0
0
R
 
6
-
2
-
入

165°00' 00"1600R 全-出(内)・MDR 全-出(内)

160°17' 20"800R 2-3-出・1600R 2-2-出

155°25' 40"800R 3-3-出・1600R 3-2-出

150°49' 29"800R 4-3-出・1600R 4-2-出

146°27' 37"800R 5-3-出・1600R 5-2-出

142°18' 44"800R 6-3-出・1600R 6-2-出

8
0
0
R
 
全

-
出

(
外
)

C
 
-
 
9
,
8
8
6

M
D
R
 
1
-
S

M
D
R
 
全

-
出

(
外
)

A
 
-
 
9
,
8
8
6

400H 1-8

53°09' 10"MDR 2-2-入

46°05' 55"MDR 3-2-入

39°25' 50"MDR 4-2-入

33°07' 06"MDR 5-2-入

27°07' 49"MDR 6-2-入

17°49' 49"MDR 3-2-中

11°59' 17"MDR 4-2-中

6°27' 19"MDR 5-2-中

1°12' 11"MDR 6-2-中

9°26' 04"MDR 2-2-出

3°41' 46"MDR 3-2-出

24°00' 26"MDR 2-2-中

M
D
R
 
4
-
2
-
出

7
8
,
7
3
7

M
D
R
 
5
-
2
-
出

7
0
,
9
2
8

M
D
R
 
6
-
2
-
出

MDR 1-3-入
400H 1-2・400R 1-2-入

400R 1-2-中・MDR 1-3-中
300M 1-S・1500M S(内)

58°16' 46"MDR 2-3-入

56°29' 19"MDR 3-3-入

54°46' 35"MDR 4-3-入

53°08' 19"MDR 5-3-入

51°34' 00"MDR 6-3-入

29°08' 02"MDR 2-3-中

28°13' 13"MDR 3-3-中

27°20' 02"MDR 4-3-中

2
6
°

2
8
'
 
3
1
"

M
D
R
 
5
-
3
-
中

2
5
°

3
8
'
 
2
2
"

M
D
R
 
6
-
3
-
中

14°33' 40"MDR 2-3-出

14°05' 10"MDR 3-3-出

13°36' 46"MDR 4-3-出

1
3
°

0
8
'
 
3
7
"

M
D
R
 
5
-
3
-
出

1
2
°

4
0
'
 
3
3
"

M
D
R
 
6
-
3
-
出

R=37,898 R=3
7,8
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400H 6-1

7
4
,
8
4
2

8
0
0
M
・

8
0
0
R

400R

800R

1600R

M

H 入

中

出

(内)

全

SL

リレー  入口ハードル

メートル

4×100m リレー

4×200m リレー

4×400m リレー

リレー  中央

リレー  出口

外圏

リレー　助走マーク

全てのレーン共通

内圏

(外)

MDR メドレー リレー

1
6
0
0
R
 
全

-
出
(
外

)

2
0
0
M
 
1
-
S
・
4
0
0
R
 
1
-
3
-
中

1
8
0
°

0
0
'
 
0
0
"

1
0
0
0
0
M
 
S
(
内

)
1
8
0
°
0
0
'
 
0
0
"

800R 1-3-出・1600R 1-2-出

1
6
0
0
R
・
M
D
R
 
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾝ
(
内

)
8
0
,
0
0
0

8
0
0
M
・

8
0
0
R

400R 1-3-出・800R 1-2-出

※     は標識タイル位置変更を表し、    は撤去を表す

例) <2>:内外合計2箇所、<1>外:外側のみ1箇所
※ <   >内数値は、その位置での標識タイル設置箇所数を示す

両方に設置するが、一部、片側のみに設置する
※ 標識タイルは、基本的にはトラック走路の内側・外側
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>
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>
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>

<
2
>

<
2
>
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>
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>
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>

<
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>

<
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>

<
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<
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>

<
2
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<
2
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<
1
>
外

<
1
>
外

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

S スタート

図面種別 縮尺 図面番号工事場所副市長
市川市スポーツ部スポーツ施設課

－1 4標識タイル図 1:600(A3)

工事名

市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕 市川市国府台1丁目6番4号
1:300(A1)

4
0
0
R
 
1
-
3
-
入

・
8
0
0
R
 
1
-
2
-
入

※

標識タイル撤　　去:<1>× 1箇所 合計: 1箇所

                                  青字  赤字

   標識タイル位置変更:<2>×28箇所 合計:56箇所

部　長 次　長 次　長 課　長 主　幹 担　当



ＢＣ

Ｄ Ａ

Ｏ’ ＯＭ

80.000

R=37.898 R=3
7.8

98

図面種別 縮尺 図面番号工事場所次　長部　長副市長
市川市スポーツ部スポーツ施設課

－1 5300mHﾎﾟｲﾝﾄ撤去位置図 1:600(A3)

工事名担　当主　幹課　長次　長

市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕 市川市国府台1丁目6番4号
1:300(A1)

3
0
0
H
 
8
-
全

1
0
,
0
0
0

※
3
0
0
M
 
S
-
4

1
2
°

0
5
'
 
4
8
"

※
3
0
0
M
 
S
-
5

6
°

3
8
'
 
3
5
"

※
3
0
0
M
 
S
-
6

1
°

2
9
'
 
2
7
"

※
3
0
0
M
 
S
-
3

1
7
°

5
2
'
 
4
2
"

※
3
0
0
M
 
S
-
2

2
4
°

0
1
'
 
0
8
"

※
3
0
0
M
 
S
-
1

3
0
°

0
0
'
 
0
0
"

3
0
0
H
 
1
-
1

5
5
.
0
0
0

3
0
0
H
 
1
-
2

5
1
.
4
8
2

3
0
0
H
 
1
-
3

4
7
.
6
4
9

3
0
0
H
 
1
-
4

4
3
.
8
1
6

3
0
0
H
 
1
-
5

3
9
.
9
8
3

3
0
0
H
 
1
-
6

3
6
.
1
5
0

3
0
0
H
 
2
-
1

2
0
.
0
0
0

3
0
0
H
 
2
-
2

1
6
.
4
8
2

3
0
0
H
 
2
-
3

1
2
.
6
4
9

3
0
0
H
 
2
-
4

8
.
8
1
6

3
0
0
H
 
2
-
5

4
.
9
8
3

3
0
0
H
 
2
-
6

1
.
1
5
0

3
0
0
H
 
3
-
1

3
0
0
H
 
3
-
2

3
0
0
H
 
3
-
3

3
0
0
H
 
3
-
4

3
0
0
H
 
3
-
5

3
0
0
H
 
3
-
6

1
3
6
°

0
7
'
 
0
5
"

1
3
9
°

5
8
'
 
5
6
"

1
4
4
°

0
4
'
 
2
1
"

1
4
8
°

2
4
'
 
3
1
"

1
5
3
°

0
0
'
 
5
1
"

1
5
7
°
3
0
'
 
0
0
"

300H 4-1

300H 4-2

300H 4-3

300H 4-4

300H 4-5

300H 4-6 90°44' 43"

93°19' 18"

96°02' 54"

98°56' 21"

102°00' 34"

105°00' 00"

3
0
0
H
 
7
-
全

4
5
.
0
0
0

3
0
0
H
 
6
-
全

8
0
.
0
0
0

300H 5-1

300H 5-2

300H 5-3

300H 5-4

300H 5-5

300H 5-6 45°22' 22"

46°39' 39"

48°01' 27"

49°28' 10"

51°00' 17"

52°30' 00"

皿ﾈｼﾞ撤去:36箇所、ﾏｰｷﾝｸﾞ消去:36箇所

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

<
2
>

皿
ﾈｼ
ﾞ撤

去
:1
2箇

所
、

ﾏｰ
ｷﾝ
ｸﾞ
消

去
:2
4箇

所

皿ﾈｼﾞ撤去:6箇所、ﾏｰｷﾝｸﾞ消去:6箇所

５-３2
0
内

外

マーキング消去

50内外(ﾊｰﾄﾞﾙ台数)

皿ネジ(ステンレス製)撤去

ポイント詳細図

(ﾚｰﾝ)

M3×12

凡 例

S

H

全

ハードル

スタート

全てのレーン共通

M メートル

標識タイルが設置されるため、ポイント設置無し
※ 300mHスタート位置は、300mスタートと同位置で

両方に設置する
※ 300mポイントは、トラック走路の内側・外側

例) <2>:内外合計2箇所
※ <   >内数値は、その位置でのポイント設置箇所数を示す

※ 300mHポイント撤去数量

皿ﾈｼﾞ撤去 :<2>×27箇所、合計:54箇所

ﾏｰｷﾝｸﾞ消去:<2>×33箇所、合計:66箇所(0.06㎡)
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300H 4-1

300H 4-2

300H 4-3

300H 4-4

300H 4-5

300H 4-6 90°44' 43"

93°19' 18"

96°02' 54"

98°56' 21"

102°00' 34"

105°00' 00"

R=37.898 R=3
7.8

98

※ <2>×6箇所、合計:12箇所

例) <2>:内外合計2箇所
※ <   >内数値は、その位置でのポイント設置箇所数を示す

両方に設置する
※ 150ｍポイントは、トラック走路の内側・外側

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

<2>

図面種別 縮尺 図面番号工事場所次　長部　長副市長
市川市スポーツ部スポーツ施設課

－1 6150mﾎﾟｲﾝﾄ新設位置図 1:600(A3)

工事名担　当主　幹課　長次　長

市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕 市川市国府台1丁目6番4号
1:300(A1)

凡 例

S スタート

M メートル

150S-３

皿ネジ(ステンレス製)
M3×12

2
0
内

外

90内外 (ﾚｰﾝ)

マーキング(白)

ポイント詳細図



7
4

5
6

1
2

3

・４００Ｈは、８レーンのハードルナンバーのみとする。

４×４００ｍリレー のスタートライン

８００ｍ のブレイクライン（Ｂ点）※第１レーンは引かない

１１０ｍＨ の各スタートラインとフィニッシュライン

１００ｍ、２００ｍ、３００ｍ、４００ｍ、１５００ｍ、

トラック各レーン

青

緑

白

白

８００ｍ のスタートライン

項　 　目番号

1
5
0

10050以上

2
02
0

50

1,220

110mH

100mH(女子)

（中学女子）
100mH

ハードルナンバー

青

黒

400ｍＨ 黄

（白）

4
5
0

5
0

1
0
0

2
7
5

150 50

35

8
0
0

4
0
0

5
0

4
5
0

1,220

585 585 50

白線はそのまま

レーンナンバー（黄）

入

出

緑

100

出

４×１００ｍリレー のテーク・オーバー・ゾーン

緑

１００ｍ・１１０ｍＨ スタート付近の破線

フィニッシュライン(白)

800

フィニッシュラインとレーンナンバー

直 線

曲 線

1
0
0

185

2
7
5

4
0
0

185

緑

番号 番号

５

４

３

２

１

６

７

８

９

10

11

色色色 項　 　目 項　 　目

白

位置

ハードル位置

（白）

緑

（黄）

ﾅﾝﾊﾞｰ

・フィニッシュライン手前のナンバーを塗布する。

・写真判定装置の使用のためにフィニッシュラインとレーンラインの交差する
地点をそれぞれ黒で塗る。

黒

内圏縁石

ﾅﾝﾊﾞｰ

（緑）

白

50×20(黒)
W=50

レーンナンバー(白)

1
2
3
4
5
6
7

L=10.00
0

内圏縁石

出ラインはフィニッシュラインと平行とする

フィニッシュライン

（緑）

（緑）

走
る
方
向

走
る
方
向

走
る
方
向

12 白

1,220

50

４×４００ｍリレー のテーク･オーバー･ゾーン

2
0
,
0
0
0

（黒）50×50

95

140

140 140 140 95

140 140 140

入

出

黒

1600R 1-2-出 出

3
00

走
る
方
向

ハードルの位置、ハードルナンバーの表示

青

黄

黄緑黄緑

-レーンライン
走
る
方
向

（白）

（白）

レーンライン
レーンライン

（白）

（白）

5
0

5
0

（１－２）入・出

４×４００ｍリレー のテーク･オーバー･ゾーン

（２－３）（３－４）入

４×４００ｍリレー のテーク･オーバー･ゾーン

（２－３）（３－４）出

内圏縁石 レーンライン

5050 50

2
0

2
0

50

<1レーン>

黄緑

4
0
0 黄緑

青白

5050

青

白

青

黒

50 黄緑

青

100mH-1

110mH-2

※ 100mH 1台目、110mH 2台目

全天候舗装用レーンマーキング色分け標準表

750750750750750450

マーク（緑）

内圏縁石

走
る
方
向

ライン（白）

入

レーンライン

φ100

800 400

200 200

110ｍハードル
スタートライン

110ｍハードル
1台目位置

100ｍ
スタートライン

３０００ｍ、５０００ｍ、１００００ｍ のスタートライン 白
レーンライン優先

<7レーン>

または
<7レーン>

<6レーン>
<1レーン>

図面種別 縮尺 図面番号工事場所副市長
市川市スポーツ部スポーツ施設課

－1 7 － 

工事名

市川市国府台公園陸上競技場公認継続修繕 市川市国府台1丁目6番4号 レーンマーキング表

7
･
8
･
1
0
m
 
(
A
ゾ
ー

ン
側

)

1,22050 50

2,750

砂　場

2,75050

1
0
0

枠(白)

色番号

14

15

項　 　目

白

白

黒

踏切板 踏切板

5,550

棒高跳の助走路、支柱台

走幅跳・三段跳の助走路、砂場

マーク

6,000

50

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
0

1,22050

2
,
0
0
0

8
0
0
1
,
2
0
0

ボックス

支柱台区画マーク(白)
ゼロライン(白)

助走路ラインマーク(白)

・支柱台の寸法は支柱の土台の大きさによる。

50×50

W=10
W=50

5
0

150

・棒高跳助走路が単独の場合は助走路ラインは実線でよい。

助
走
路

1
5
0

500 1,000

踏切板

2
,
0
0
0

1,22050 50

50 501,220

8
,
0
0
0

1
1
･
1
3
m
 
(
B
ゾ

ー
ン

側
)

80

100

80

5
,
0
0
0

マーク(黄)

(黒)

マーク
マーク(黄)

(黒)

1,350 50 2,750 1,35050

黄

白13

走高跳の支柱台、計測基準台

【Ａゾーン】

5
0
0 5
0

4,0204,0204,0203,000

1,050

判定補助線 W50

5
0
0 5
0

4,0204,0204,0203,000

(礎石)

判定補助線 W50

計測基準台
40×150

支柱台
φ150

4,020 4,020 3,0003,000

(礎石)
【Ｂゾーン】

3,000

3,000

7,000

支柱台
φ150

計測基準台
40×150

1,050

部　長 次　長 次　長 課　長 主　幹 担　当




